
「
大
気
関
係
第
一
種
公
害
防
止
管
理
者
資
格
認
定
講
習

大
気
関
係
第
三
種
公
害
防
止
管
理
者
資
格
認
定
講
習

水
質
関
係
第
一
種
公
害
防
止
管
理
者
資
格
認
定
講
習

水
質
関
係
第
三
種
公
害
防
止
管
理
者
資
格
認
定
講
習

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
関
係
公
害
防
止
管
理
者
資
格
認
定
講
習

公
害
防
止
主
任
管
理
者
資
格
認
定
講
習

九
千
五
百
円

」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
関
係
公

害
防
止
管
理

者

一

学
校
教
育
法
に
基
づ

く
大
学
（
短
期
大
学
を

除
く
。）又
は
旧
大
学
令

に
基
づ
く
大
学
に
お
い

て
薬
学
、
工
学
又
は
化

学
の
課
程
を
修
め
て
卒

業
し
た
こ
と
。

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
発
生
施
設
又
は
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
を
処
理
す
る
た
め
の
施
設

の
維
持
及
び
管
理

三
年

二

学
校
教
育
法
に
基
づ

く
短
期
大
学
若
し
く
は

旧
専
門
学
校
令
に
基
づ

く
専
門
学
校
に
お
い
て

薬
学
、
工
学
若
し
く
は

化
学
の
課
程
を
修
め
て

卒
業
し
た
こ
と
又
は
主

務
大
臣
が
こ
れ
と
同
等

以
上
で
あ
る
と
認
め
る

学
力
を
有
す
る
こ
と
。

五
年

三

学
校
教
育
法
に
基
づ

く
高
等
学
校
若
し
く
は

旧
中
等
学
校
令
に
基
づ

く
中
等
学
校
を
卒
業
し

た
こ
と
又
は
主
務
大
臣

が
こ
れ
と
同
等
以
上
で

あ
る
と
認
め
る
学
力
を

有
す
る
こ
と
。

七
年

別
表
第
三
中
振
動
関
係
公
害
防
止
管
理
者
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
関
係
公

害
防
止
管
理

者
試
験

１

公
害
概
論

２

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
関
係
法
令

３

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
排
出
防
止
技
術

４

測
定
技
術

様
式
第
二
中「

振
動
関
係

振
動
発
生
施
設
の
種
類

」

を 「
振
動
関
係

振
動
発
生
施
設
の
種
類

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
関
係
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
発
生
施
設
の
種
類

」

に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
１
中
「
又
は
振
動
関
係
」
を
「
、
振
動
関
係
又
は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
関
係
」
に
改
め
る
。

区

分

定
員
令
第
一
条
定
員

特
措
法
政
令
定
員

設
置
法
附
則
定
員

計

本

省

一
一
五
、
一
二
四
人

う
ち
一
一
二
、
七
八

二
人
は
、
国
立
学
校

の
職
員
の
定
員
と
す

る
。

一
、
八
七
三
人

う
ち
一
、
八
四
九

人
は
、
国
立
学
校

の
職
員
の
定
員
と

す
る
。

二
〇
、
〇
三
二
人

国
立
学
校
の
職
員

の
定
員
と
す
る
。

一
三
七
、
〇
二
九
人

う
ち
一
三
四
、
六
六

三
人
は
、
国
立
学
校

の
職
員
の
定
員
と
す

る
。

文

化

庁

七
五
三
人

七
五
三
人

合

計

一
一
五
、
八
七
七
人

一
、
八
七
三
人

二
〇
、
〇
三
二
人

一
三
七
、
七
八
二
人

区

分

期

間

定

員

本

省

平
年
十
二
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間

一
一
七
、
四
一
八
人

う
ち
一
一
五
、
〇
七
五
人
は
、
国
立
学
校
の
職
員

の
定
員
と
す
る
。

平
成
十
二
年
十
月
一
日
か
ら
同
年
十
二
月

三
十
一
日
ま
で
の
間

一
一
七
、
四
一
七
人

う
ち
一
一
五
、
〇
七
五
人
は
、
国
立
学
校
の
職
員

の
定
員
と
す
る
。

平成˜™年š月š˜日 金曜日 (号外第�š号)官 報

附

則

１

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

文
部
省
の
本
省
に
係
る
行
政
機
関
職
員
定
員
令
（
昭
和
四
十
四
年
政
令
第
百
二
十
一
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
定

員
は
、
次
の
表
の
期
間
の
欄
に
掲
げ
る
期
間
は
、
改
正
後
の
文
部
省
定
員
規
則
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同

表
の
定
員
の
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

様
式
第
九
中
「法

律
の
規
定
に
よ
り

」
を
「法

律
に
規
定
す
る

」
に
、「属

す
る
事
務

」
を
「属

す
る
事
務
の
一
部

」

に
、「市

の
長
（

」
を
「市

の
長
（
政
令
で
定
め
る
特
別
区
の
区
長
を
含
む
も
の
と
し
、

」
に
、「市

町
村
長
に
委
任

」
を

「市
町
村
長
と
す
る
。）が
行
う
こ
と
と

」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
条
に
一
項
を
加
え
る
改
正
規
定
、
第
六
条

に
一
項
を
加
え
る
改
正
規
定
及
び
様
式
第
二
の
改
正
規
定
は
、
平
成
十
三
年
七
月
十
六
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
文
部
省
令
第
三
十
四
号

行
政
機
関
職
員
定
員
令
（
昭
和
四
十
四
年
政
令
第
百
二
十
一
号
）
第
二
条
第
二
項
及
び
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
行
政
機

関
の
職
員
の
定
員
に
関
す
る
法
律
の
適
用
の
特
別
措
置
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
百
九
十
一
号
）
第
二

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
こ
れ
ら
の
政
令
及
び
国
立
学
校
設
置
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
五
十
号
）
を
実
施

す
る
た
め
、
文
部
省
定
員
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
二
年
三
月
三
十
一
日

文
部
大
臣

中
曽
根
弘
文

文
部
省
定
員
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

文
部
省
定
員
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
文
部
省
令
第
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
項
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

〇
文
部
省
令
第
三
十
五
号

国
立
学
校
設
置
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
五
十
号
）
第
十
条
及
び
第
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
学
位
授
与
機

構
組
織
運
営
規
則
（
平
成
三
年
文
部
省
令
第
三
十
八
号
）
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
二
年
三
月
三
十
一
日

文
部
大
臣

中
曽
根
弘
文

学
位
授
与
機
構
組
織
運
営
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

学
位
授
与
機
構
組
織
運
営
規
則
（
平
成
三
年
文
部
省
令
第
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

大
学
評
価
・
学
位
授
与
機
構
組
織
運
営
規
則

第
一
条
第
一
項
中
「
学
位
授
与
機
構
」
を
「
大
学
評
価
・
学
位
授
与
機
構
」
に
改
め
、同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

技
術
職
員

˜—


